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組
合
員
の
皆
さ
ん
、
ご
家
族

の
皆
さ
ん
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日

ご
ろ
よ
り
の
組
合
諸
運
動
へ
の

ご
協
力
ご
奮
闘
に
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。

昨
年
の
組
織
増
勢
に
向
け
た

取
り
組
み
は
、
春
一
番
か
ら
始

ま
り
春
の
拡
大
月
間
、
秋
の
拡

大
月
間
と
と
も
に
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
仲

間
の
皆
さ
ん
の
ご
奮
闘
に
あ
ら

た
め
て
感
謝
し
、
組
織
人
員
の

実
増
に
向
け

た
年
末
ま
で

の
ご
協
力
と

あ
わ
せ
て
お

礼
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
4
月
よ
り
働
き
方

改
革
が
施
行
さ
れ
、
5
月
1
日

に
は
元
号
が
令
和
に
か
わ
り
、

10
月
に
は
消
費
税
率
が
8
％
か

ら
10
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
と
仕
事
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
消

費
税
は
、
所
得
が
低
く
な
る
と

負
担
が
大
き
く
な
る
不
公
平
な

税
制
で
あ
り
、
税
率
の
引
き
上

げ
は
納
得
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
反
対
運

動
を
す
す
め
ま
す
。

4
月
よ
り
本
格
導
入
と
な
っ

た
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
は
、
19
支

部
で
申
請
窓
口
開
設
、
又
は
準

備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
建
設
従
事
者
が
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
を
持
つ
よ

う
に
理
解
と
周
知
に
取
り
組
み

ま
す
。

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
に
お

い
て
は
、
昨
年
11
月
11
日
の
福

岡
高
裁
判
決
で
は
11
回
連
続
し

て
国
の
責
任
を
認
め
る
判
決
を

勝
ち
取
り
、
ま
た
、
被
告
建
材

メ
ー
カ
ー
（
エ
ー
ア
ン
ド
エ
ー

マ
テ
リ
ア
ル
、
ケ
イ
ミ
ュ
ー
、

ニ
チ
ア
ス
、
ノ
ザ
ワ
）
の
責
任

や
一
人
親
方
の
救
済
も
認
め
ま

し
た
。
し
か
し
、
国
は
自
ら
の

責
任
を
認
め
ず
上
告
を
続
け
て

お
り
、
断
じ
て
許
せ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
面
解
決
、

補
償
基
金
創
設
に

向
け
て
引
き
続
き

の
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は

台
風
・
大
雨
な
ど

で
全
国
各
地
に
大
き
な
被
害
が

も
た
ら
さ
れ
た
年
で
し
た
。
東

京
で
も
被
害
が
発
生
し
被
災
さ

れ
た
仲
間
も
い
ま
す
。
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ん
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

募
金
等
へ
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。そ

し
て
今
、
大
き
な
転
機
の

中
に
あ
る
建
設
産
業
に
お
い

て
、
組
合
の
役
割
も
大
変
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
賃
金
・
単

価
の
引
き
上
げ
は
も
と
よ
り
、

休
日
の
確
保
、
現
場
の
処
遇
改

善
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
普
及
な
ど
、

さ
ら
な
る
仲
間
の
団
結
で
建
設

産
業
の
未
来
を
大
き
く
切
り
開

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

結
び
に
、
本
年
が
良
き
1
年

と
な
る
よ
う
、
仲
間
の
皆
さ
ん

の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念

し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

御茶ノ水駅聖橋口での宣伝行動を行なう
母親大会連絡会に結集するみなさん

母
親
大
会
連
絡
会
（
日
本
・
東

京
）
で
は
、
1
9
4
1
年
12
月
8

日
に
日
本
軍
が
真
珠
湾
攻
撃
を
行

な
い
、
無
謀
な
太
平
洋
戦
争
に
突

入
し
た
日
に
合
わ
せ
、
平
和
の
大

切
さ
を
訴
え
て
宣
伝
行
動
を
有
楽

町
マ
リ
オ
ン
前
と
御
茶
ノ
水
駅
頭

で
毎
年
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

行
動
に
参
加
し
た
女
性
た
ち
は

道
行
く
人
た
ち
に
、
日
中
戦
争
時

に
使
わ
れ
た
赤
紙
（
召
集
令
状
）

チ
ラ
シ
を
配
布
し
な
が
ら
、
9
条

改
憲
に
反
対
す
る
3
0
0
0
万
人

署
名
と
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
国

際
署
名
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

母
親
大
会
連
絡
会
に
結
集
す
る

各
団
体
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
東
京

土
建
主
婦
の
会
を
代
表
し
て
苅
込

美
津
代
事
務
局
長
は
、
「
今
、
生

き
る
こ
と
。
今
、
人
を
愛
す
る
こ

と
。
今
、
自
由
で
あ
る
こ
と
。
今

の
平
和
な
社
会
を
子
や
孫
に
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
責

任
。
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

政
治
の
実
現
を
」と
訴
え
ま
し
た
。

署
名
板
を
持
つ
行
動
参
加
者

に
、
自
発
的
に
近
づ
い
て
き
た
女

子
高
校
生
は
「
学
校
で
、
現
代
史

の
勉
強
を
し
て
い
て
、
核
兵
器
や

憲
法
の
問
題
に
関
心
が
あ
り
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
の
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
の
法
廷
で
の
大
衆
的
な
た
た
か

い
は
、
12
月
6
日
の
東
京
高
裁
1

0
1
号
法
廷
で
の
神
奈
川
2
陣
第

5
回
期
日
が
最
終
と
な
り
ま
す
。

冷
え
込
み
の
厳
し
い
午
前
9
時
に

東
京
高
裁
前
で
、
原
告
、
弁
護
団
、

支
援
組
合
の
仲
間
、
約
3
0
0
人

が
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

11
時
か
ら
は
参
議
院
議
員
会
館

で
支
援
報
告
集
会
を
行
な
い
、
松

本
統
一
本
部
副
本
部
長
（
東
京
土

建
副
委
員
長
）
は
「
11
月
の
福
岡

判
決
は
画
期
的
な
内
容
だ
っ
た
。

し
か
し
22
日
に
は
国
が
上
告
し

た
。
補
償
基
金
制
度
創
設
の
た
め

に
、
す
べ
て
の
建
設
職
人
の
思
い

を
ぶ
つ
け
て
い
こ
う
」
と
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

田
井
弁
護
士
か
ら
、
こ
の
日
の
法

廷
で
は
遅
延
損
害
金
の
起
算
期
日

変
更
な
ど
の
手
続
き
を
行
な
っ
た

上
、
2
0
2
0
年
1
月
30
日
に
結

審
と
な
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。最

後
に
、
清
水
統
一
本
部
事
務

局
次
長
が
1
月
30
日
神
奈
川
2
陣

結
審
、
3
月
24
日
首
都
圏
3
陣
提

訴
、4
月
17
日
東
京
地
裁
判
決
と
、

2
0
2
0
年
度
前
半
の
た
た
か
い

の
節
目
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、

公
正
判
決
を
求
め
る
署
名
、
国
会

議
員
賛
同
署
名
の
推
進
、
地
方
議

会
で
の
意
見
書
採
択
な
ど
を
行
動

提
起
し
ま
し
た
。
集
会
終
了
後
、

参
加
者
は
班
に
分
か
れ
て
、
未
賛

同
議
員
の
議
員
控
室
を
訪
ね
、
要

請
し
ま
し
た
。

東京高裁前でコール
をする集会参加者

12
月
19
日
、
国
会
議
員
会
館
前

で
月
例
の
総
が
か
り
行
動
が
行
な

わ
れ
、
2
2
0
0
人
（
東
京
土
建

は
44
人
）
が
参
加
、
安
倍
政
権
打

倒
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
憲
法
共
同

セ
ン
タ
ー
の
小
田
川
義
和
さ
ん
は

「
安
倍
首
相
の
狙
っ
た
改
憲
発
議

を
押
し
と
ど
め
た
。
大
学
入
試
改

革
問
題
で
中
止
に
追
い
込
ん
だ
。

桜
疑
惑
は
民
主
主
義
の
根
幹
に
か

か
わ
る
問
題
。
世
論
調
査
で
も
7

〜
8
割
が
首
相
は
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
な
い
と
出
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
安
倍
政
権
を
追
い
込
ん

だ
の
は
野
党
と
市
民
の
共
闘
の
成

果
だ
。
12
月
23
日
に
は
自
衛
隊
の

中
東
派
兵
が
閣
議
決
定
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
派
兵
を
必
ず
阻
止

し
よ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

立
憲
野
党
か
ら
福
島
瑞
穂
（
社

民
）
、
日
吉
雄
太
（
国
民
）
、
柚

木
道
義
（
立
民
）
、
宮
本
徹
（
共

産
）
の
国
会
議
員
が
連
帯
の
ス
ピ

ー
チ
を
し
、
安
保
関
連
法
違
憲
訴

訟
や
辺
野
古
新
基
地
建
設
で
の
土

砂
搬
出
入
で
た
た
か
う
代
表
か
ら

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
に
参
加
し
た
台
東
支
部
の

三
浦
勇
さ
ん
は
「
人
前
で
平
気
で

嘘
を
つ
く
よ
う
な
政
治
家
た
ち
が

権
力
を
牛
耳
っ
て
い
る
の
に
は
本

当
に
腹
が
立
つ
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

「
け
ん
せ

つ
」
2
2
9

5
、
2
2
9

8
号
で
「
建

設
国
民
健
康

保
険
組
合
へ

の
東
京
都
補

助
金
に
つ
い

て
の
賛
同
署

名
」
へ
署
名

を
い
た
だ
い

た
都
議
会
議

員
を
紹
介
し

ま
し
た
。
各

支
部
、
全
建

総
連
東
京
都
連
合
会
傘
下
の
他
組

合
の
活
動
で
賛
同
議
員
は
さ
ら
に

増
え
て
い
ま
す
。

10
月
21
日
以
降
の
賛
同
議
員

は
、
下
記
の
皆
さ
ん
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
到
達
は
1
2
4
人
の
都
議

会
議
員
の
内
、
92
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
（
12
月
9
現
在
）
ま
だ
署

名
を
い
た
だ
い
て
い
な
い
議
員
に

は
今
後
も
引
き
続
き
要
請
を
す
す

め
て
い
き
ま
す
。

＊
敬
称
略
。
民
＝
立
憲
民
主
党
・

民
主
ク
ラ
ブ
、
公
＝
都
議
会
公
明

党
、
共
＝
日
本
共
産
党
都
議
団
、

自
＝
都
議
会
自
民
党
、
都
＝
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

【
練
馬
区
】

藤
井
智
教
（
民
）

【
大
田
区
】

藤
井
一

（
公
）
、
遠

藤
守（
公
）、

藤
田
綾
子

（
共
）
、
神

林
茂（
自
）、

鈴
木
章
浩

（
自
）

【
目
黒
区
】

伊
藤
悠

（
都
）
、
斉

藤
泰
宏（
公
）

【
西
多
摩
】

清
水
康
子

（
都
）

伊藤都国保課長（左）に賛同署名を
手渡し要請（2019年11月20日）

求

人

賛同議員が９２人に
建設国保への都補助金

激
動
の
時
代
を
仲
間
の
団
結
で

建
設
産
業
の
未
来
明
る
く

松丸一雄委員長

１２
月
８
日
開
戦
日
に
合
わ
せ

主婦の会

赤
紙
配
り
平
和
訴
え
る

建設
アスベスト

神
奈
川
２
陣
結
審
決
ま
る

た
た
か
い
の
強
化
を

市
民
と
野
党
が
力
合
わ
せ
て

中
東
派
兵
阻
止
し
よ
う


